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ステークホルダーとのコミュニケーション

日産は、ステークホルダーからより多くの声を取り入れるための活動を行っています。社会の声を企業

活動に取り込む日産独自のCSR推進手法「日産CSRマネジメントウェイ」を構築し、私たちの企業活動

と社会的要請のベクトルを一致させた経営を目指しています。

日産独自のCSR推進手法「日産CSRマネジメントウェイ」の骨格

「日産CSRマネジメントウェイ」の骨格の真髄は、「社会の声に耳を傾け、オポチュニティとリスクの

芽を見出す」ということであり、その骨格は、以下のPDCA（Plan-Do-Check-Act：計画、実施、評価、

改善）で構成されています。

2009年度に行った日産CSRの社内浸透策

日産では従来より、本レポートやインターネットを主な媒体として、社外はもとより社内へのコミュニ

ケーションにも力を入れてきました。2009年度には、社員一人ひとりに自らにとってCSRとの接点が

何であるかを考えてもらい、具体的な行動につなげてもらえるよう社員に向けたCSRの情報発信を強化

しました。

具体的には、社員向けポータルサイトである「WIN※」の中に「CSRヘッドライン」というサイトを

2009年3月に新設し、管理・運営しています。ここでは、社員が気軽に日産のCSR重点8分野やスコ

アカードの進捗などについて学ぶことができるほか、「CSR入門」のパートでは、CSRを取り巻くさまざ

まな事象やトレンドを紹介し、企業が置かれている現況を知ることができるようになっています。今後

も最新の情報を社員にいち早く届ける努力をしていきます。

※WIN：Workforce Integration ＠ Nissan

今後のCSR活動方針

日産では、前述したPDCAサイクルを繰り返し実行することで、社内外に対していっそう日産のCSR

を浸透させていきたいと考えています。自動車業界は依然として厳しい経済環境にありますが、このよう

な時期こそ日産のCSRを知っていただくチャンスであるととらえ、日産のCSRを積極的に伝えていくこ

とで、ステークホルダーとの信頼関係を強め、互いに価値を認め合えるよう目指していきます。
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社外コミュニケーション 社内マネジメント 

Plan

CSR ステアリング コミッティにて、議長を務めるCOO以下 
関係部門全員で目標への進捗確認と来年の取り組みを決定 

Do

CSR ステアリング コミッティでの決定を受けて、各部門 
オーナーは目標の達成に向け、スコアカードに沿って活動を 
開始する 

Act

外部評価分析結果や競合他社の研究を通して、日産として 
優先的に取り組む課題を定義 

Check

CSR格付け機関やSRIファンドなど、社会の声を取り入れる 
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CSR担当役員からのメッセージ

アラン ブデンデック 

日産自動車株式会社 
グローバルコミュニケーション・ 
CSR本部 
執行役員 

志賀 俊之 

日産自動車株式会社 
最高執行責任者（COO） 

CSR ステアリング コミッティ議長からのメッセージ

2009年度は金融危機と景気後退により、短期の事業戦略の見直しを余儀なくされるなど、極めて厳しい年と
なりました。日産ではリカバリー・プランに基づき業績の回復に集中的に取り組み、完全回復に向けて順調に

活動を進めています。また、持続可能なモビリティ社会を目指すための重点戦略や、将来的により多くの方に

お求めやすいクルマを提供するための商品開発は犠牲にすることなく進捗しています。しかし、その事業戦略

は独りよがりなものであってはなりません。企業はさまざまなステークホルダーの皆さまに支えられており、

社会とともに発展していかなければなりません。日産はグローバルな企業として社会から何を求められている

のか、どのような社会的責任を担っているのかをつねに意識し、事業活動を遂行していきたいと考えています。

社会的ニーズを見極め、企業活動の一部に取り込むため、日産では、CSR重点取り組み領域に責任を持つ
各部署の部長で形成されるステアリング コミッティ（CSR運営委員会）という全社的な体制を敷いています。
より機動的に対応するために議長は私が務め、コミッティにおける課題は経営上のものととらえています。

コミッティにおいてなされた論議は全役員が出席するミーティングにおいて確認され、会社としての意思決

定につながるような仕組みをとっています。

とくに、現在の社会的ニーズとして、われわれ自動車業界に対して環境への取り組みを要請する声は日々

高まっており、もはや、やって当たり前と考えられています。自動車業界はその発展とともに地球環境に負

担をかけてきました。このまま技術を化石燃料だけに頼っていてはモビリティ社会の持続性は困難ですし、

企業としても生き残ってはいけません。今年度、日産はゼロ・ミッション車でリーダーになるというコミッ

トメントのもと、電気自動車「日産リーフ」を発売します。環境への負担が軽減された持続可能なモビリティ

社会に貢献するうえでの大きな一歩となりますが、私たちは単にゼロ・エミッション技術を追求するだけで

なく、社会に対してつねに誠実でありたいと考えています。日ごろから社員一人ひとりの環境に対する意識

を高め、身に染み付いた活動となるまで、全社的・包括的に環境への取り組みを推進します。

社会とともに成長すること、これが日産の目指すCSR推進です。

この2年間に吹き荒れた逆風により、世界の自動車業界の様相は一変しました。こうした中、日産はより強い
企業体質を構築するとともに、持続可能なモビリティを実現する自動車技術を推進し、皆さまの生活の向上に寄

与するという決意を新たにしています。

私たちはこの1年、日産のビジョンを意欲的に世界に発信してきました。より良い暮らしを実現し、地球環境
の向上に貢献するための新たなモビリティ構想や商品の提供に邁進する日産社員の姿が数多く報道され、皆さ

まに広く知られることとなりました。

世界初となる量販型ゼロ・エミッション電気自動車「日産リーフ」の発売に向け、すでに日本、米国に続いて

欧州市場での販売価格も発表しました。本レポートの発行までには、英国サンダーランドと米国テネシー州ス

マーナで、リチウムイオンバッテリー生産工場の建設も始まることでしょう。また2010年度は「日産ピュアド
ライブ」の認知度を高めながら、持続可能なモビリティという日産のビジョンをさらに推し進めてまいります。

「ピュアドライブ」とは環境への負荷を軽減する技術の総称であり、消費者の皆さまには日産の環境技術の深さ

と広がりをご理解いただけることでしょう。

持続可能なモビリティの時代は、すぐそこまで来ています。日産はこれを実現する全体的なビジョンを掲げ、

新たな時代の最前線に立っています。私たちは現代の社会に対する責務を果たしつつ、同時に将来も見据えて

います。「人々の生活を豊かにする」という日産のビジョンは、決して揺らぐことはありません。

本レポートにある通り、2009年度は技術開発のみならず、さまざまな活動を通じて日産は社会に貢献しまし
た。その内容は、ボランティア活動や製品・サービスの供与、世界中の人道支援組織や学校、各種大学、研究機

関、環境プロジェクトやプログラムへの資金援助まで多岐にわたり、日産の社員はこうした活動に積極的にかか

わることで、人びとの今と未来に貢献しています。

私たち日産は、今後もイノベーションを推進し、性別・年齢・信条・文化的背景を問わずすべての人に新たな

機会を提供しながら、ステークホルダーの皆さまとともにより良い社会の構築に向け、積極的に取り組んでまい

ります。また、CSRの分野においてはつねに改善の余地があると認識しており、皆さまには当社の取り組みに
対し、率直なご意見やご指導をいただきたいと思っています。

本書を通じて世界各地の日産社員の取り組みと活動をご理解いただき、皆さまのいっそうのご協力をいただ

ければ幸いです。
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日産のCSR

「CSR ステアリングコミッティ」では、「CSRスコアカード」を管理ツールとして、「CSR重点8分野」

ごとの活動の進捗状況を確認し、レビューを行っています。ここでは、重点8分野の各オーナーが語る

「2009年度実績のポイント・2010年度計画の課題」をご紹介します。
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日産CSR重点8分野

品質 

経済的貢献 

社員 

環境 

社会貢献 

バリュー 
チェーン 

安全 

日産CSR重点8分野 

コーポレート 
ガバナンス・
内部統制 

環境 

品質 

経済的貢献 

久保 英明 

グローバル内部監査・ 
コーポレートリスクマネジメント部 
チーフ インターナル オーディット オフィサー 

雨宮 一太 

 
IR部 
主管 

若林 彰 

トータル カスタマー  
サティスファクション本部 
部長 
 

朝日 弘美 

 
企画室　グローバル環境企画オフィス 
次長 

コーポレートガバナンス・ 
内部統制 

コーポレートガバナンス（企業統治）・内部統制における主要な柱のひとつ

に、リスクマネジメントがあります。従来、リスクマネジメントといえば地震

対策に代表されるハザード系リスクへの対策が中心でした。しかし、日産では

2006年の会社法改正を機に専門部署を設置し、ハザード系に加え、会社の戦

略に関わるリスクも対象とし、幅広く管理しています。リスクマネジメントの

プロセスは活動を繰り返し積み重ねる中で適宜見直しており、PDCAサイクル

が定着してきました。今後は、こうした活動について積極的に開示を進め、透

明性を高めていきます。

日産はリカバリー・プランに基づいた集中的な取り組みにより、順調に業績

を回復させつつあります。この現在の経営状況に基づき、2010年度は年間で

10円の復配を実施する予定です。完全回復に向け危機対応を引き続き継続し

ますが、将来の成長への重点戦略を犠牲にはしません。広範な企業活動の成果

が反映されるフリーキャッシュフローを管理指標としつつ、ゼロ・エミッション

社会の実現に向けた投資、グローバルコンパクトカーの投入、新興国での事業

拡大を実行していきます。これらの戦略的な取り組みを通じて中長期的な成

長を確保し、持続可能な価値創造を果たしていきたいと考えています。

真にお客さまに信頼され続けるブランドでありたい―そんな思いを実現する

ため、日産は中期品質向上計画「クオリティ・リーダーシップ」に取り組み、

2012年度までに各市場でお客さまがもっとも重視される外部の品質指標で

トップレベルになることを目指しています。活動開始から3年目を迎え、外部

指標でも好評価を得ており、活動の成果が出てきています。今後も活動を継続

し、2012年度までの目標達成を確かなものとしていきます。また、市場での

重要品質問題については、リコールやサービスキャンペーンを速やかに実施す

るなど、引き続き透明性をもって対応します。

日産は、環境理念「人とクルマと自然の共生」を実現するため、「CO2排出量

の削減」「エミッションのクリーン化」「資源循環」を重要課題ととらえていま

す。中でも最重要課題である「商品のCO2排出量の削減」においては、世界各

国で環境技術車の投入を進めており、2009年度は日本において、低燃費車

「Nissan ECO」シリーズ13車種を発売しました。さらに2010年度には、電

気自動車「日産リーフ」を投入します。各国政府や自治体などと協働し、電気

自動車を核とした持続可能なモビリティ社会の構築を目指していきます。
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社会貢献 

バリューチェーン 

安全 

高橋 美由紀 

ダイバーシティディベロップメントオフィス 
室長 
 

長谷川 哲男 

環境・安全技術渉外部 
部長 
 
 

小野 純生 

購買管理部 
主管 

安田 克明 

渉外部 
部長 

社員 

本廣 好枝 

グローバルコミュニケーション・CSR本部 
CSRグループ 
主管 
 

世界のグローバル化が急速に進む中、多様なお客さまニーズに応える商品を

生み出すには、老若男女、異なる文化や国籍を持つ人材が必要です。日産はダ

イバーシティ（多様性）を推進するため、女性のキャリア開発支援や、異文化

理解促進に取り組んできました。2009年度は、生産現場でも業界初の女性指

導員2名が誕生しました。また中国やインドなどの新興市場の文化に関するセ

ミナーも積極的に実施しています。日産は商品開発から販売の最前線まで、ダ

イバーシティを浸透させ、今後も多様な意見のぶつかり合いによって革新的な

アイデアを生み続ける企業を目指していきます。

2015年までに日産車の関わる死亡・重傷者数を半減させる（1995年比）

という目標に向けた活動を継続して推進しています。とくに 2009年度は、

「ITS安全運転支援システム」を世界で初めて新車に採用するなど、より高い安

全技術をお客さまに提供することができました。また、一人でも多くのお客さ

まに交通安全意識を高めていただけるよう、日常生活に潜む危険に対する回避

能力が身につくような交通安全啓発活動に取り組んでいます。2010年度も安

全なクルマ社会の実現を目指した「人」、「クルマ」、「社会」三位一体の活動を

継続していきます。

購買部門ではルノーとともに、取引において大事にしている価値や理念を小

冊子にまとめ、2006年からサプライヤーと共有しています。その後、日産の

事業拡大につれ、CSR活動を世界のサプライヤーとともに実践することが必

要となってきました。そこで、新たに「ルノー・日産サプライヤーCSRガイ

ドライン」を策定し、2010年度にグローバル1次取引先に配布しました。本

書は、各社の事業活動をCSRの視点で見直していただき、CSR活動のさらな

る浸透を図ることを目的としています。日産は今後も、サプライヤーとの相互

信頼を深め、互いに有益なパートナーシップを築けるよう努めていきます。

企業が拡大するにつれ、その活動による影響力は大きくなり、当社も環境へ

の対応をはじめ、企業活動に関して多くの社会的責任（CSR）を担っています。

日産はCSR課題を経営課題そのものとしてとらえ、ステアリング コミッティ

というマネジメント手法を活用しながら、企業価値を高める努力を続けていま

す。事務局としても社会問題を企業リスクとしてとらえ、より柔軟・迅速に対

応できる仕組みづくりに貢献し、自らも推進役となって具体的な行動につなげ

るよう、今後も活動してまいります。また、そこに企業ビジョンに根ざした

「日産らしさ」が見えるよう努力や工夫をしていきたいと考えています。

CSR ステアリング コミッティ事務局からのメッセージ

日産では「人々の生活を豊かに」という企業ビジョンのもと、「教育」「環境」

「人道支援」という3つの領域を中心に、企業市民としての社会貢献活動を行っ

ています。「社会貢献 ステアリング コミッティ」を通じてグローバル企業とし

ての一貫性を保ち、ベストプラクティスを共有する一方、地域社会において

は「23デー」（社員による清掃活動）や「よこハマにあ」（横浜の地域情報の掲

載サイト）の創設など、地元に愛される企業となるべく新たな試みもスタート。

今後もグローバルな考え方と地域への貢献を両立しながら、日産らしい社会

貢献活動を推進していきます。




